
北
九
州
市
に
隣
接
す
る
み
や
こ
町
豊
津
の
県

立
育
徳
館
中
学
校
・
高
校
内
に
岩
垂
邦
彦
氏
の

記
念
碑
が
立
つ
。
２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）、

同
校
の
前
身
・
小
倉
小
笠
原
藩
学
問
所
「
思
永

斎
」
創
立
か
ら
２
５
０
年
の
記
念
に
合
わ
せ
、

育
徳
館
出
身
の
彼
を
称
え
偲
ん
で
建
立
さ
れ
た

碑
。
我
が
国
の
電
気
通
信
産
業
の
ト
ッ
プ
・
日

本
電
気
㈱
の
創
立
者
と
し
て
今
も
同
社
関
係
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
人
が
そ
の
偉
業
に
接
し
、

学
ぼ
う
と
し
て
い
る
。

岩
垂
、発
明
王
エ
ジ
ソ
ン
を
師
と
す

岩
垂
邦
彦
は
小
倉
藩
士
喜
田
村
脩
蔵
の
次
男

と
し
て
安
政
4
年
（
１
８
５
７
）
8
月
、
小
倉

で
出
生
、
父
の
実
家
岩
垂
家
の
養
子
と
な
り
、

小
倉
藩
が
田
川
郡
香
春
、
さ
ら
に
豊
津
へ
藩
庁

を
移
す
と
と
も
に
行
動
を
共
に
し
た
。明
治
２
年

（
１
８
６
９
）、
父
脩
蔵
が
藩
内
の
争
い
で
暗
殺

さ
れ
る
悲
劇
に
遭
っ
た
。
兄
・
寛
治
と
と
も
に

仇
討
ち
の
旅
に
出
た
が
相
手
が
見
つ
か
ら
ず
、
時

代
は
す
で
に
明
治
と
な
り

「
新
し
い
国
の
た
め
に
尽
く

す
の
が
真
の
孝
行
」
と
の

思
い
で
帰
郷
し
て
翌
３
年

開
校
し
た
育
徳
館
へ
、
さ

ら
に
分
校
の
※
大
橋
洋
学

校
（
行
橋
市
）
に
入
っ
た
。

明
治
９
年
（
１
８
７
６
）、

東
京
の
工
部
大
学
（
現
・

東
京
大
工
学
部
）
に
入
校
、

こ
こ
で
電
信
技
術
を
学
び
、

以
後
、
工
部
省
電
気
局
に

出
仕
。
同
19
年
、
電
気
の
世
界
到
来
を
確
信
し

て
本
場
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
、
エ
ジ
ソ
ン
・
ゼ
ネ
ラ

ル
社
に
入
っ
て
発
明
王
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
に

師
事
し
た
。
同
21
年
（
１
８
８
８
）
東
京
の
民

家
に
初
め
て
電
灯
が
灯
っ
た
。
こ
の
年
、
大
阪
で

も
電
灯
会
社
が
設
立
さ
れ
、
岩
垂
は
技
師
長
と

し
て
招
か
れ
て
帰
国
、
技
術
指
導
だ
け
で
な
く

自
ら
社
会
に
電
気
の
便
利
、
社
会
性
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

後
、
独
立
し
て
個
人
で
電
気
機
器
の
輸
入
販

売
を
始
め
、
エ
ジ
ソ
ン
・
ゼ
ネ
ラ
ル
社
（
Ｇ
・
Ｅ

社
）、
ウ
エ
ス
タ
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（
Ａ
・

Ｅ
社
）
の
代
理
店
資
格
を
得
て
同
31
年
（
１
８

９
８
）、
東
京
で
日
本
電
気
合
資
会
社
を
設
立

し
た
。現
在
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
前
身
で
あ
る
。翌
年
、Ｗ・

Ｅ
社
と
資
本
提
携
し
て
株
式
会
社
化
。
我
が
国

で
初
め
て
の
外
資
導
入
企
業
で
、
岩
垂
は
代
表

取
締
役
専
務
と
し
て
経
営
を
主
導
し
た
。

こ
こ
ま
で
の
経
緯
の
中
で
も
、
岩
垂
は
世
界

に
隔
世
的
な
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
れ

は
大
阪
電
灯
技
師
長
時
代
か
ら
の
こ
と
。
発
電

機
か
ら
の
電
流
を
、
師
・
エ
ジ
ソ
ン
が
強
く
主
張

し
て
い
た
低
電
圧
直
流
方
式
よ
り
も
高
電
圧
交

流
方
式
が
合
理
的
で
危
険
性
も
な
い
。
将
来
性

が
あ
る
と
主
張
し
て
交
流
方
式
を
採
用
、
広
め
、

や
が
て
世
界
は
そ
の
言
葉
通
り
の
社
会
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

合
理
的
事
業
、 

経
営
で
Ｎ
Ｅ
Ｃ
近
代
化

日
本
電
気
株
式
会
社
経
営
に
あ
た
っ
て
も
彼

の
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。原
価
計
算
制
度
の
導
入
、

親
方
制
度
の
廃
止
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
の
採
用
、

8
時
間
労
働
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
る
労
務
の

近
代
化
、
社
員
の
海
外
留
学
、
年
金
制
度
、
共

済
組
合
結
成
な
ど
と
そ
の
時
代
と
し
て
は
極
め

て
進
歩
的
で
、
行
い
は
果
断
。
生
産
品
も
電
話

機
だ
け
で
な
く
鉛
皮
ケ
ー
ブ
ル
、
計
器
、
試
験

器
類
な
ど
多
彩
、
ま
た
有
能
な
技
術
者
を
招
い

て
無
線
分
野
に
も
研
究
の
手
を
伸
ば
し
た
。

電
話
機
、
交
換
機
な
ど
の
自
社
生
産
だ
け
で

な
く
明
治
35
年
に
は
日
本
で
初
め
て
扇
風
機
を

輸
入
し
「
電
気
う
ち
わ
」
と
し
て
売
り
出
し
て

人
気
を
博
し
、
ほ
か
に
も
戦
後
普
及
し
た
調
理
、

冷
暖
房
、
電
熱
・
電
力
用
品
の
多
く
を
大
正
時

代
か
ら
輸
入
、
う
ち
一
部
は
戦
後
、
自
社
生
産

し
た
。
こ
れ
ら
の
業
績
を
重
ね
て
岩
垂
は
昭
和

元
年
（
１
９
２
６
）、
専
務
を
辞
任
し
て
新
設
の

取
締
役
会
長
に
就
任
、
3
年
後
、
退
社
。
昭
和

16
年
（
１
９
４
１
）
12
月
、
84
年
の
生
涯
を
閉

じ
た
。

退
社
を
機
に
、
地
元
・
豊
津
を
は
じ
め
豊
前

6
郡
出
身
者
で
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
若
者
に

奨
学
金
を
提
供
し
た
。
延
べ
50
万
円
（
現
在
で

数
10
億
円
相
当
）
に
及
び
、
そ
の
精
神
は
現
在

も
岩
垂
奨
学
会
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
預
か
っ
た
1
人
に
、
北
九
州
市
出
身
ミ
ス

タ
ー
ト
ル
ネ
ー
ド
藤
田
哲
也
博
士
の
名
も
あ
る
。

育
徳
館
髙
の
錦
陵
同
窓
会
の
永
岡
文
彦
幹
事

長
に
よ
る
と
、
創
立
以
来
２
６
０
年
の
卒
業
生

は
約
1
万
６
０
０
０
人
。
新
入
生
に
は
必
ず
岩

垂
記
念
碑
を
見
せ
、
学
校
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
の
つ
な

が
り
も
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
夏
休
み
の
高

校
生
の
東
京
研
修
で
Ｎ
Ｅ
Ｃ
や
、
岩
垂
が
学
ん

だ
東
京
大
も
見
学
コ
ー
ス
と
し
、
育
徳
館
後
輩

の
小
宮
豊
隆
ゆ
か
り
の
同
大
の
三
四
郎
池
な
ど

を
訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
同
社
新
入
社
員
が
研

修
で
育
徳
館
を
訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

岩
垂
の
生
涯
に
つ
い
て
み
や
こ
町
歴
史
民
俗

博
物
館
の
木
村
達
美
学
芸
員
は
、「
彼
に
つ
い
て

は
最
近
ま
で
岩
垂
奨
学
会
な
ど
に
よ
る
地
元
へ

の
貢
献
す
ら
も
知
ら
れ
ず
、
埋
没
し
か
け
て
い
た
。

師
の
エ
ジ
ソ
ン
も
彼
の
『
技
術
は
ウ
ソ
を
つ
か
な

い
』
と
の
信
念
に
学
ん
だ
と
言
わ
れ
る
。
目
先

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
本
来
の
真
偽
を
貴
ぶ
姿
勢

を
私
た
ち
も
学
び
た
い
」
と
話
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
今
、

日
本
初
の
試
験
衛
星
「
お
お
す
み
」
を
は
じ
め
、

多
く
の
科
学
衛
星
も
製
作
し
て
我
が
国
、
世
界

の
宇
宙
開
発
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
岩
垂
ら
先

人
が
育
ん
だ
夢
、
希
望
は
果
て
し
な
い
。

シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ　

村
田
和
夫

※
大
橋
洋
学
校
と
は

明
治
3
年
10
月
、
育
徳
館
の
分
校
と
し
て
行

橋
の
藩
主
休
息
所
「
御
茶
屋
」
で
開
学
し
た
。

英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
洋
数
学
な
ど
を
学
ぶ
場
で
、

岩
垂
は
育
徳
館
の
学
業
優
秀
な
こ
と
か
ら
藩
か

ら
洋
学
修
行
を
命
じ
ら
れ
て
入
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

翌
4
年
9
月
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
の
フ
ァ
ン
・
カ
ス

テ
ー
ル
が
講
師
と
し
て
教
授
し
た
。

育徳館高校・中学校内に立つ岩垂邦彦記念碑

今
回
の
歴
史
文
化
塾
は
感
染
予
防
の

た
め
中
止
致
し
ま
す
。

今も開校当時の面影を残す藩校育徳館の黒門

北
九
州
歴
史
文
化
遺
産　

第
四
十
五
回

日
本
の
電
気
産
業　

岩
垂
邦
彦
発
展
基
盤
を
築
く

日本の電気産業発展の礎を築いた岩垂邦彦
（日本電気（株）提供）


